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１． 概要 

本装置はＮＴＴ５０ｂｐｓ専用回線を利用してＲＳ－２３２Ｃ通信を双方向で行う機能を有する、信号伝送装

置です。また、ディップスイッチの設定により「アースリターン」「メタリックリターン」での通信方式のい

ずれかが選択できます。 

 

 

２． 仕様 

項 目 内 容 

電源電圧／消費電力 ＡＣ１００Ｖ／７ＶＡ 

通信方式 ５０ｂｐｓによるシリアル伝送 

使用回線 アースリターン／メタリックリターン 

通信方式 調歩同期・フロ－制御 

通信速度 ４，８００ｂｐｓ 

キャラクタ長 ７ｂｉｔ 

ストップビット １ｂｉｔ 

Ｒ 

Ｓ 

２ 

３ 

２ 

Ｃ 
パリティ 偶数パリティ 

外形寸法（ｍｍ） Ｗ×Ｄ×Ｈ＝６０×１８５×１３２．５ 

許容周囲温度 －１０～＋６０℃ 

許容湿度 ３０～８５％ＲＨ（結露なきこと） 

塗装色 マンセル値 ５Ｙ７／１ 半ツヤ 

質量 １．１ｋｇ 

 

３． ブロック図 
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４． 外観図・取付寸法図 
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５． コネクタピンアサイン 

 

・ＲＳ－２３２Ｃコネクタ 

 

Ｄサブコネクタ：ＸＭ３Ｂ－２５２２－５０１Ｆ（オムロン製） 

適合コネクタ ：ＸＭ３Ｓ－２５１１（オムロン製）または相当品 

 

１１３

１４２５

ピン№ 信 号 名 内容 

２ ＳＤ 送信デ－タ入力／コマンド入力 

３ ＲＤ 受信デ－タ出力／リザルト出力 

４ ＲＳ 送信要求入力 

５ ＣＳ 送信可出力 

６ ＤＲ モデムレディ出力 

２０ ＥＲ 端末レディ入力 

８ ＣＤ 回線キャリア検出出力 

７ ＳＧ 信号グランド 

その他 Ｎ．Ｃ． 接続しない 
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６． 端子台配置図 

 

端子台の適合ネジは端子ネジＭ３です。 

適合端子は以下の通りです。 

 

 

 

（１）専用線端子台 

 

φ3.2min

5.3min 4.4max
6
m
a
x

L1

LG

L2

№ 名称 内容 

１ Ｌ１ 通信ライン１ 

２ ＬＧ Ｃ接地（１００Ω以下） 

３ Ｌ２ 通信ライン２ 

 

 

 

（２）電源端子台 

 

№ 名称 内容 

１ ＡＣ 電源（ＡＣ１００Ｖ） 

２ ＦＧ Ｃ接地（１００Ω以下） 

３ ＡＣ 電源（ＡＣ１００Ｖ） 

AC

FG

AC

 

 

７． ディップスイッチ 

 

１ ２ ３ ４

ＯＦＦ

ＯＮ ＯＮ

ＯＦＦ

№ ＯＦＦ ＯＮ 

１ アースリターン メタリックリターン 

２ － － 

３ － － 

４ － － 

※－は未使用 
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８． 配線 

 

８－１．電源の接続 

 

・電源はＡＣ端子を利用して行います。ＡＣ端子にＡＣ１００Ｖ（７ＶＡ）を配線して下さい。 

・作業は安全の為、電源の確認を行ってから配線して下さい。 

 

 

８－２．通信線の接続 

 

（１）アースリターンの接続 

・通信はＬ１・Ｌ２・ＬＧ端子を利用して行います。 

・Ｌ１と相手側のＬ２を、Ｌ２と相手側のＬ１を接続します。ＬＧはそれぞれで接地して下さい。 

 （テストを行う場合はＬＧ同士も可能です。） 

・接続が完了したら正面パネルのディップＳＷの１番をＯＦＦにして、電源を投入して下さい。 

 
（２）メタリックリターンの接続 

 

・通信はＬ１・Ｌ２端子を利用して行います。 

・Ｌ１と相手側のＬ１を、Ｌ２と相手側のＬ２を接続します。ＬＧは接続しないで下さい。 

・接続が完了したら正面パネルのディップＳＷの１番をＯＮにして、電源を投入して下さい。 
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９． 通信仕様 

ＲＳ－２３２Ｃから送られてきたデータ(送信データ)をそのまま対抗機種へ送信します。また、対抗機種 
から送られてきたデータ(受信データ)もそのまま、ＲＳ－２３２Ｃへ送信します。 
使用ケーブルは２５ピンのストレ－トケ－ブルを使用してください。 

 
 ９－１．ＤＴＥの動作 

名称 機能 

ＳＤ 
送信デ－タ入力／コマンド入力 

ＤＴＥからのデータを受信します。 

ＲＤ 
受信デ－タ出力／リザルト出力 

ＤＴＥへデータを出力します。 

ＲＳ 
送信要求入力 

ＤＴＥ側が送信可能か確認します。 

ＣＳ 
送信可出力 

残りバッファが２バイトを切った時、ＯＦＦになり、受信不可にします。 

ＤＲ 
モデムレディ出力 

本機が動作している事を表わしています。 

ＥＲ 
端末レディ入力 

ＤＴＥ側が動作している事を確認します。 

ＣＤ 
回線キャリア検出出力 

回線電流が１０秒以上確認されない場合、ＯＦＦになります。 

 

 

 

９－２．データ送信タイミング 

 

 

・データ送信の前に、250msecの送信安定時間を設けています。
・１データ１０ビット（スタート・データ・パリティ・ストップ）で、２００msecの送信時間を要します。
・続いて送るデータがある場合は、再びデータ送信を開始します。

データ送信開始 次のデータ送信

250msec

ＲＳ－２ ３２ Ｃ
データ受信

 

 

５ ０ bps送信

１ﾃ゙ ﾀー（ 20m×10bit） ： 200msec
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１０． 通信バッファについて 

通信バッファは最大８０バイトまでです。 

８０バイトを越えた場合、受信バッファはクリアされます。 

また、受信データが７８バイトを越えた場合、ＲＳ－２３２ＣのＣＳ端子をＯＦＦにします。 

 

１１． 動作フローチャート 
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ＳＴ ＡＲＴ

メモリ・ Ｉ ／Ｏ
初期化

割り込み設定
初期化

通信方式
記憶

受信バッファ
データ有り？

送信データ
セット

データ送信
処理

受信待ち状態
切り換え

Ｎ

Ｙ
COM受信ﾊ゙ ｯﾌｧ
データ有り？

Ｎ

Ｙ

データフォーマット
確認

COM送信ﾃ゙ ﾀー
セット

COMﾃ゙ ﾀー送信
処理

※４， ８０ ０bps
　 偶数パリティ

データ
正常？

Ｎ

Ｙ

（１）メインルーチン
　　　・各Ｉ／Ｏの管理
　　　・受信データの確認
　　　・送信データの準備
　　　・回線の監視・制御



 9

（２）割り込み処理
　　　インターバルタイマ（１０／３６ｍｓｅｃ）による割り込み
　　　・送信データのビット制御
　　　・受信データのビット監視

割り込み開始

データ送信中？

受信データ
有？

送信データ
最終ビット ？

Ｎ

Ｙ

Ｙ

Ｎ

Ｎ

Ｙ

ビットデータ
送信

送信データ
バッファ１Byte消去

受信データ
最終ビット ？

Ｎ

Ｙ

ビットデータ
受信

受信データ
バッファ書込

パリティビット
正常？

Ｎ

Ｙ 受信データ
クリア

メインルーチンへ



 

１２． 通信手順 

 

 

 

データ送信

データ受信

５０bps　データ送信
正常データ

データなし
異常データ

異常データ
データなし

データ送信

異常データ
データなし

データ送信

データなし
異常データ

５０bps　データ衝突

※異常データとはパリティなどの通信異常により正規なデータではないものを表わす

１３． 異常処理 

 

■データ送信の衝突 

データ送信時に相手側もデータ送信となってしまった時、データ衝突となり受信データ取り込み異常と

して無効データとなり、次のデータの受信待ちとなります。 

 

■通信ラインの異常 

通信ラインに異常が発生し、通信ビット単位で計算を行うパリティチェックに異常があった場合は通信

異常とし、無効データとなり、次のデータの受信待ちとなります。 

また、アースリターンの場合、１０秒間通信電流を検知しないと回線断エラーとなります。 

（ＣＤ ＯＦＦ） 

 

■通信タイムアウトの異常 

１０秒間連続で通信されなかった場合、通信タイムアウトと判断し、コマンドモードに移ります。 

 

 
１４． 機器構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＯＳ／Ｖパソコンなどの
　ＲＳ－２３２Ｃ制御機器

ＨＨ－５０Ａ

ＲＳ－２３２Ｃ

ＤＯＳ／Ｖパソコンなどの
　ＲＳ－２３２Ｃ制御機器

ＨＨ－５０Ａ
ＲＳ－２３２Ｃ

５０bps専用回線

ＨＨ－５０Ｂ

ＨＨ－５０Ｃ
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１５． 避雷器接続図 
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